
泌尿器科紀要



◇金沢世界都市構想支援◇

第3回KANAZAWA国 際交流泌尿器腫瘍学セ ミナーのご案内

テーマ:膀 胱 腫 瘍

日 時:2002年6月14日(金)17:00よ り金沢ニ ューグラン ドホテル1階 ロ ビーにて登録 開始,

19:00よ り歓 迎懇親会 を金沢 ニ ューグラ ン ドホテル(℡920-0864金 沢市高 岡町1-50

fto76-233-1311)に て開催 します 金沢 の食文化 をお楽 しみいただけるよ う,メ ニ ュー

には特 に工夫 を凝 らしましたので,多 数の ご来場 をお待 ち しています.

2002年6月15日(土)8:30よ りセ ミナ ー会場 にて登録 開始

セ ミナー8:55・-17:00

会 場:石 川県教 育会館℡920-0961金 沢市香林坊1丁 目2-40ftO76-222-1241

事務局:(医)石 川 医療技術専 門学校℡920-0847金 沢市堀 川町29-5

℡O76-262-1133FAXO76-263-3203

お問い合せ な どは学校長 久 住 治 男 へ

参加 費:5,000円(歓 迎 懇親会,15日 昼食 〈和 中 洋 の中 よ り選 択〉 は無料)を 事前納 入の方

には前 もって抄録集,名 札 をお送 りします

本セ ミナーには 日本泌尿器科学会専 門医 申請用研修単位が認 め られてい ます

後 援:金 沢市

協 賛:世 界保健機 関,（社）金 沢ボラ ンテ ィア大学校

プ ロ グ ラ ム

開 会 の 辞8:55組 織委員

セ ッション19:00膀 胱腫瘍の基礎的検討 司会 香川 征教授(徳 島大学)

1膀 胱発癌 と進展の遺伝子変化 とSusceptibilityに 関する遺伝子的因子の検索

羽渕 友則(京 都大学)

2.膀 胱癌における腫瘍血管新生:診 断 と治療への応用 中川 昌之(鹿 児島大学)

3.膀 胱注入による膀胱腫瘍遺伝子治療の試み 堀口 裕(慶 鷹義塾大学)

特 別 講 演9:50      Professor Lennart Andersson

               (WHO Collaborating Center for Urologic Tumors, Stockholm, Sweden) 

Experimental therapy of urinary bladder carcinoma 

                             Professor Per-Uno  MalmstrOm (Uppsala Univ. Sweden)

セッションⅡ10:40膀 胱腫瘍診断におけるバイオマーカーの最近の知見

司会 藤岡 知昭教授(岩 手医科大学)

塚本 泰司教授(札 幌医科大学)

1膀 胱がん再発の分子機序 堀江 重郎(東 京大学)

2.膀 胱癌診断におけるBTA,NM-P22,iNOSバ イオマーカーの比較

鈴木 泰(岩 手医科大学)

3,膀 胱腫瘍における尿中テロメラーゼの発現 と早期診断への応用の可能性

越田 潔(金 沢大学)

4.再 発膀胱癌における遺伝子診断の有用性 執行 雅紀(札 幌医科大学)



基 調 講 演13:10司 会 吉田 修学長(奈 良県立医科大学)

生物学特性に基づ く膀胱腫瘍の治療 垣添 忠生病院長(国 立がんセンター)

セッション皿14:00表 在性膀胱腫瘍の治療 司会 平尾 佳彦教授(奈 良県立医科大学)

1表 在性膀胱腫瘍療後の自然史 桶之津史郎(東 京大学薬剤疫学講座)

2.G3表 在性膀胱腫瘍の保存的治療 津島 知靖(岡 山大学)

セッションⅣl5:00浸 潤性膀胱腫瘍の治療 司会 内藤 誠二教授(九 州大学)

小川 修教授(京 都大学)

1膀 胱癌に対する膀胱全摘後の自排尿型代用膀胱形成術

ProfessorHanjongAhn(AsanMed.Center)

2.本 邦 における浸潤性膀胱癌 に対する膀胱全摘術の成績および術後尿路の再建術の現状

鳶巣 賢一(国 立がんセンター)

藤元 博行(国 立がんセ ンター)

3.浸 潤性膀胱癌に対する術前 ・術後補助化学療法:多 施設共同アウトカム研究

西山 博之(京 都大学)

4。 浸潤性膀胱癌に対する動注化学療法 と放射線による膀胱温存療法 宮永 直人(筑 波大学)

セ ッションV16:20進 行性膀胱腫瘍の化学療法の進歩 司会 赤座 英之教授(筑 波大学)

lMECstudyを 中心として 黒田 昌男(大 阪成人病センター)

2.新 規抗がん剤を含む内外の臨床試験データーをもとに 三木 恒治(京 都府立医科大学)

閉 会 の 辞17:00組 織委員 ※講師のこ所属 は平成13年12月 現在のものです

大学,病 院,先 生方へのダイレク トメールは申し込み用紙,会 費払込取扱票(郵 便局)な どと

ともに平成14年3月 中に発送の予定です 多数のご参加 をお待ち しています

オーガナイザー代表

久 住 治 男

宿 泊 の ご案 内

セ ミナ ー会場 に隣接 す る 「東横 イン金沢香林坊」 は廉価で最 も便利 なホテル といえ ます .ネ ッ

ト予約 はhttp:〃www.inn-info.co.jpで どうぞ.現 時点で シ ングル(58室)は 平 日¥4 ,800.日 ・

祝¥3,980税 込 み,ツ イ ン(23室)¥8,800,fto76-265-lo45,FAxo76-265-lo46.iモ ー ド

か らはhttp://www.inn-info.co.jp/iで 予 約可.昨 年改装 済み.LAN無 料 各室常時接続 ※その

他 近辺 にはニ ューグ ラン ドアネ ックス,東 急 ホテル,ス カイホテ ル,KKR,ワ シ ン トンホテル

な ど多 くのホ テルがあ ります が,「 旅 の窓 口」http://www,mytrip.net.か ら選択 予約 が最 も宿

泊費が安い と思い ますので,今 回 は旅行代理店 を利用 してお りませ ん.JR金 沢 駅か らは駅前市

内バ スセ ンターの6・7・8番 などの乗 り場か ら香 林坊(¥200)で 下車,大 和 デパ ー ト正面右端

の入 ロか ら裏 口に抜 け左折,す ぐに石川県教育会館(セ ミナー会場)と な ります .小 松 空港か ら

はバス(¥1,100)に て香林坊 で下 車すれ ば,近 辺 のホテ ルには2～5分 程度 で到着で きます

会費払込取扱票,プ ログラムは平成14年3月 頃 に各大学,病 院等 の先生方 にダイ レク トメール に

てお送 りします.
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購 読 要 項(1996年1月 改 訂)

1.発 行 は毎 月,年12回 と し,年 間購 読 者 を会 員 とす る.

2・ 一 般 会 員 は年 間 予約 購 読 料10,000円(送 料 と も)を 前 納 す る。 賛 助 会 員 は20 ,000円(送 料 と も)と す る.

払 込 み は郵 便 振 替 に限 る.口 座 番 号OlO50-9-4772泌 尿 器 科紀 要 編 集部 宛.

3.入 会 は氏 名,住 所 を記 入 の うえ 泌尿 器 科 紀 要 刊 行 会 宛,は が きかFAXに て 申 し込 め ば 所 定 の用 紙 を送 付

す る.

投 稿 規 定(1996年1月 改 訂)

1.投 稿1連 名 者 を含 め て会 員 に 限 る.

2.原 稿:泌 尿 器 科 学 領 域 の全 般 に わ た り,総 説,原 著,症 例 報 告,そ の ほ か で和 文 また は英 文 とす る.原 著,

症例 報 告 な どは他 の雑 誌 に発 表 され た こ との な い 内容 で な くて は な らな い.

(1)総 説,原 著 論 文,そ の 外 の 普 通 論 文 の長 さ は,原 則 と して,刷 り上 が り本 文5頁(400字 ×20枚)ま で と

す る.

(2)症 例 報 告 の長 さは,原 則 と して,刷 り上 が り本 文3頁(400字 ×12枚)ま で とす る.

(3)和 文 原稿 は ワ ー プ ロ を使 用 し,B5ま た はA4判 用 紙 に20×20行,横 書 き とす る.年 号 は西 暦 とす る.文

中 欧米 語 の 固 有 名 詞 は大 文 字 で,普 通 名 詞 ば 小文 字 で 始 め(た だ し,文 節 の始 め に くる場 合 は 大文 字),明

瞭 に記 載 す る.

(イ)原 稿 の 表 紙 に標 題,所 属 機 関 名,主 任 名(教 授,部 長,院 長,科 長,医 長 な ど),著 者 名 の順 で 和 文 で

記 載 す る.筆 頭 者 名 と,2語 以 内 のrunningtitleを 付 記 す る.

例:山 田,ほ か:前 立 腺 癌 ・PSA

(ロ)和 文 の表 紙,本 文 と は別 に,英 文 標 題,英 文 抄 録 をつ け る.標 題,著 者 名,所 属機 関 名,5語(英 文)

以 内 のKeywords,抄 録 本 文(250語 以 内)の 順 にB5ま た はA4判 用 紙 に ダ ブ ルス ペ ース で タイ プす る.

別 に抄 録 本 文 の和 訳 を添 付 す る.ワ ー プ ロ原 稿 可.

（ハ）原 稿 は,和 文 標 題,英 文 標 題,英 文 抄 録,そ の 和 訳,緒 言,対 象 と方 法,結 果,考 察,結 語,文 献,図

表 の 説 明,図,表 の順 に配 置 し,原 稿 下 段 中央 部 に和 文標 題 ペ ージ を1と す るペ ー ジ番号 を付 け る.

(4)英 文 原 稿 はA4判 用 紙 に ダ ブ ル ス ペ ー ス で タ イ プ し,原 稿 の 表 紙 に 標 題,著 者 名,所 属 機 関 名,Key

words(和 文 に準 ず),runningtitle(和 文 に準 ず)の 順 に タ イ プ し,別 に標 題 著 者 名,所 属 機 関 名,主

任 名,抄 録 本 文 の順 に記 した和 文 抄 録 を英 文 原 稿 の 後 に添付 す る.和 文原 稿 と同様 にペ ー ジ番 号 を付 け る.

(5)図,表 は必 要 最 小 限 に と どめ,普 通 論 文 で は図10枚,表10枚 まで,症 例 報 告 で は 図5枚,表3枚 まで と

す る.

図,表,写 真 な ど はそ れ ぞ れ 台 紙 に貼付 し,そ れ ら に対 す る説 明文 は別 紙 に一 括 して 一 覧 表 にす る.説 明

文 は英 文 とす る.原 稿 右 欄 外 に挿 入 され るべ き位 置 を明示 す る.写 真 は トリ ミ ング し,図 表 は誤 りの な い

こ と を十 分確 認 の う え,ト レース して 紙 焼 した もの が 望 ま しい.様 式 につ い て は本 誌 の 図 表 を参 照 す る.

写真 は 明 瞭 な もの に限 り,必 要 な ら矢 印(直 接 写真 に貼 付)な ど を入 れ,わ か りやす くす る.

(6)引 用 文 献 は必 要 最 小 限 に と どめ,引 用箇 所 に 引 用 文献 番 号 を入 れ る=文 献 番 号 は本 文 の文 脈 順 に付 す こ と

(ア ル フ ァベ ッ ト順 不 可).そ の 数 は30ま で とす る.

例:山 田1'3'7),田 中 ら8'll～13)に よる と…

雑 誌 の 場 合 一 著 者 名(3名 まで,そ れ 以 上 の と きは 「ほ か」 「etaL」 とす る):標 題 雑 誌 名 巻:最 初

頁 一最 終 頁,発 行 年

例1)K乞lbleT,TrickerAR,FriedlP,etaL:Ureterosigmoidostomy:long-termresults,riskof

carcinomaandetiologicalfactorsforcarcinogenesis.JUrol144:1110-1114,1990

例2)竹 内 秀 雄,上 田 眞,野 々 村 光 生,ほ か:経 皮 的 腎 砕 石 術(PNL)お よ び経 尿 道 的尿 管 砕 石 術

(TUL)に み られ る発 熱 につ い て.泌 尿 紀要33:1357-1363,1987

単 行 本 の 場 合 一 著 者 名(3名 まで,そ れ以 上 の と きは 「ほ か」 「etaL」 とす る):標 題,書 名.編 集 者 名

(3名 ま で,そ れ以 上 の と きは 「ほ か」 「etal.」 とす る).版 数,巻 数,引 用 頁,発 行 所,出 版 地,発 行 年

例3)RobertsonWG,KnowlesFandPeacockM:Urinarymucopolysaccharideinhibitorsofcal-

ciumoxalatccrystallization.In:UrolithiasisResearch.EditedbyFleishH,Robertson

WG,SmithLH,etal.lsted.,pp.331-334,PlenumPress,London,1976

例4)大 保 亮 一:腫 瘍 病 理 学.ベ ッ ドサ イ ド泌 尿 器科 学,診 断 ・治 療編.吉 田 修 編.第1版,

PP.259-301,南 江 堂,東 京,1986

(7)投 稿 にあ た って は,本 誌 を十 分 参 考 に して体 裁 を守 る こ と.

(8)原 稿 は,オ リ ジ ナ ル1部 とコ ピ ー2部(図,写 真 は3部 と もオ リ ジ ナ ル)を 書 留 で 送 付 す る.万 一 に そ

な え て,コ ピ ー を手 元 に控 え てお くこ と。

(原稿 送 付 先)〒606-8392京 都 市左 京 区聖 護 院 山王 町18メ タ ボ 岡崎301号 泌 尿 器 科 紀 要 刊 行 会 宛

3.論 文 の 採 否:論 文 の採 否 はEditorialboardの メ ンバ ー に よ る査 読 審 査 の結 果 に従 い 決 定 され る.た だ し,

シ ンポ ジ ウム な どの 記 録 や 治 験 論 文 にう いて は編 集 部 で 採 否 を決 定 す る.
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4.論 文の訂正:査 読審査の結果,原 稿の訂正を求められた場合は,40日 以内に,訂 正された原稿に訂正点 を

明示 した手紙をつけて,前 記泌尿器科紀要刊行会宛て送付すること,な お,Editorの 責任 において一部字句

の訂正をすることがある.

5.校 正:校 正は著者による責任校正とする.著 者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する.

6.掲 載:論 文の掲載は採用順を原則 とする.迅 速掲載 を希望するときは投稿時にその旨申し出ること.

(1)掲 載料は1頁 につき和文は5,500円,英 文は6,500円,超 過頁は1頁 につき7,000円,写 真の製版代,凸

版,ト レース代,別 冊,送 料などは別に実費を申し受ける,

(2)迅 速掲載には迅速掲載料を要す る.5頁 以内は30,000円,6頁 以上は1頁 毎 に10,000円 を加算 した額 を

申し受ける.

(3)薬 剤の効果,測 定試薬の成績,治 療機器の使用などに関する治験論文および学会抄録については,掲 載料

を別途に申し受ける.

7.別 冊:実 費負担とし,著 者校正時に部数を指定する.

Information for Authors Submitting Papers in English 
 1. Manuscripts, tables and figures must be submitted in three copies. Manuscripts should be typed 

   double-spaced with wide margins on 8.5 by 11 inch paper. The text of all regular manuscripts should 
   not exceed 12 typewritten pages, and that of a case report 6 pages. The abstract should not exceed 
   250 words and should contain no abbreviations. 

 2. The first page should contain the title, full names and affiliations of the authors, key words (no more 
   than 5 words), and a running title consisting of the first author and two words. 

 e.g.  : Yamada, et  al.  : Prostatic cancer  • PSAP 
 3. The list of references should include only those publications which are cited in the text. References 

   should not exceed 30 readily available citations. Reference should be in the form of superscript 
   numerals and should not be arranged alphabetically. 

 4. The title, the names and affiliations of the authors, the director's name, and an abstract should be 

   provided in Japanese. 
 5. For further details, refer to a recent journal.

編 集 後 記

日本において も本格的なヒトES細 胞研究が開始された.京 都大学でも再生医科学研究所においてES細 胞研

究が行われようとしている.ES細 胞とは 「ヒト胚か ら作成され,人 の体を構成するあらゆる細胞に分化する可

能性を持つ細胞」と定義 され,1)ヒ ト受精胚,2)人 クローン胚,3)ヒ ト性融合胚(ヒ トの核 を動物卵 に移植)

か ら樹立される可能性がある.

文部科学省 はヒ トES細 胞研究に関する指針を作成 し,厳 しい審査の もとに認可する方向を打 ち出している

が,私 自身は今のところ積極的に参画するつ もりは無い.か といって大声で 「反対」 というほどの理念や根拠が

あるわけでは無いのであるが,な んとなく違和感があるのである.指 針のなかに 「人の生命の萌芽たるヒ ト胚か

ら作成されたES細 胞……」 というような役人的な文をみると,細 胞実験の経験 とひね くれた性格を持つ私は誰

弁のように感 じてしまうのである.ES細 胞研究が もたらすであろう福音に関しては私も期待するところが大 き

いが,培 養器の中の細胞に人の尊厳を実感することは私には出来そうもない.ES細 胞を廃棄するたびに心の中

で手を合わせることくらいは最初のうちは出来るかもしれないが,そ れが日常 となった場合に,そ の感性を維持

してい く自信が無いのである・そういった感性の変化が我々の文化に影響 を与える可能性に関 して違和感がある

のだろう.

「文部科学省の指針が出たこと」イコール 「人間にとって正 しいこと」では無い
.ひ とりひとりの研究者が違

和感を大切にしながら研究を継続することが必要ではないかと思う.

(小川 修)
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